  学校名（東山中　　） 学年（　３　年）　指導者名（辻　政宏　）
	
題材
	　伝統のよさを生かそう
 　　　　　撫川団扇の鑑賞とオリジナル団扇の制作を通して
	表現１
表現２
鑑賞

	つけたい力（ねらい）
 ・地元の伝統工芸の特徴やよさを感じ取り、生かしたり大切にしようとする力。
 ・主体的に新しい価値をつくりだす力


	指導者が設定したこと
  教材：切り絵
  素材：和紙、染料
	生徒が自由に考えたこと
  教材：切り絵モチーフとしてコトバ
  　　　和紙染め

	意欲づけの工夫・しかけ
  ・鑑賞においてクイズ形式を取り入れる。
  ・教室内に技法ごとのコーナーを設け、いろいろな方法を試せる環境を整える。

	評価規準
	Ａの具体例
	Ｂの規準
	
	Ｃへの手立て

	発想や
構想の
能力

	　他者にもわかるよう図やコトバで具体的な構想を練っている。
　複数のアイディアスケッチによって検討しながら考えている。
	 撫川団扇の特徴や切り絵の条件を基に、図柄などの構成や装飾を考え、表現の構想を練っている。

	
	図で説明できていない生徒
・言葉でメモ書きさせる
・イラストや写真などの資　料集を参考にさせる。



	創造的
な技能

	　光にかざした時の効果が生まれるよう、さまざまな方法を試しながら表現方法を工夫している。
　
制作過程を理解し、効率よく表現している。

	　紙の特性を生かし、表したいイメージをもちながら、自分の表現意図に合う新たな表現方法を工夫するなどして創造的に表現している。
　材料や用具、表現方法の特性などから制作の順序を総合的に考えながら見通しをもって表現している。
	
	自分の表したいイメージが捉えられていない生徒
・いろいろな技法を体験さ　せてみてサンプルをつく　らせそこから必要なもの　を選ばせていく。


	鑑賞の
能力

	　先人たちの知恵や感性の素晴らしさに気づき、伝統工芸に対する価値意識を深め、継承していくことの意義を見出している。
	 撫川団扇の特徴を感じ取り歴史的背景や製作過程などを理解して、伝統工芸のよさを味わっている。

	
	撫川団扇の特徴が感じ取れない生徒
・日頃使っている団扇との　違いをあげさせてみる


	授業の流れ
	時数
	指導上工夫したこと

	Ⅰ　撫川団扇の鑑賞
Ⅱ　オリジナル団扇の制作
  １　大切にしたいコトバ探し
　２　切り絵制作
   　　①アイディアスケッチ　②下絵づくり　③切り絵制作
　３　団扇面制作
  ４　張り合わせ
Ⅲ相互鑑賞
	  １

  １

  ３

  ２

  １

  １
	配色や構成、技法など12年での学習内容を生かせるようにした。


	実践をふり返って
・導入の鑑賞では、画像を使ったものにとどまっているので、今後実物を鑑賞させたい。
・団扇面の制作において、自分のイメージに合った表現を新たに生み出すためには時間が足りず、マーブ　リングなどによる必然性のない模様づくりになる傾向にあった。
・団扇制作を通して、自分たちの地元にも素晴らしい伝統があることに気づくとともに、それを大切にし　ていこうとする気持ちが芽生えた生徒が多く見られた。



※美術への関心意欲態度の評価規準は、割愛。
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